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1序章
第 1 節 上海商業儲蓄銀行と中国旅行社について
中国近代旅行業の代表格としての中国旅行社（英名 China Travel Service）は当初、私
営民間銀行である上海商業儲蓄銀行内の小さな旅行部門として発足したが、部門開設の











































































『旅行雑誌』は、1927 年 3 月に中国旅行社が創刊した一般向けの観光類専門誌（1954 年




















第 36 巻第 5 期、2012 年、143-146 頁。
4 章必功『中国旅游史』（雲南人民出版社、1992 年）、王淑良・張天来『中国旅游史 近
現代史部分』（旅游教育出版社、1999 年）、鄭焱『中国旅游発展史』（湖南教育出版社、
2001 年）、彭勇『中国旅游史』（鄭州大学出版社、2006 年）、鄭焱・楊慶武「30 年来中国
近代旅游史研究述評」（『長沙大学学報』第 25 巻第 1期、2011 年 1 月）など。
5 張俐俐『近代中国旅游発展的経済透視』天津大学出版社、1998 年、228-280 頁。
6 鄭焱『中国旅游発展史』湖南教育出版社、2001 年、300 頁。


























1830」（『日本研究』 第 23 巻、2001 年、77－103 頁）、唐権「旅行・房中術・上海ネッ
トワーク : 近世以降における中国人の日本旅行をめぐって」（『旅の文化研究所研究報告』
第 10 号、2001 年、75－88 頁）、見城悌治「一九二〇～三〇年代における中国留学生の日
本旅行記--千葉医科大学留学生は、キャンパスの外で何を見、何を感じたか-」（『千葉大
学人文研究』第 40 号、2011 年、59－92 頁）など。
11 呂暁玲『近代中国避暑度假旅游研究』合肥工業大学出版社、2013 年、潘丹・安島博幸「近
代中国における高原避暑地の形成と変遷－鶏公山を事例に」『日本観光研究学会全国大会
学術論文集』第 22 号、2007 年、同「近代中国避暑地にみる英国レジャーの投影」『日本観
光研究学会全国大会学術論文集』第 23 号、2008 年、同「近代中国における海浜避暑地の形
成と変遷－北戴河を事例に」『立教観光学研究紀要』第 10 号、2008 年、「近代中国におけ
る避暑地開発に関する研究」『観光研究』第 20 巻第 1・ 2号、2009 年。
12 曽山毅『植民地台湾と近代ツーリズム』青弓社、2003 年。
































































































処主任）が主たる出資者であったが、1919 年には栄宗敬18や張謇19（当時資本額は 100 万元























年の設立以来、上海銀行は毎年黒字経営を続けた。収益は最初の 4,480 元（1915 年）から













































務めていた友人の葉恭綽27など政府要人との人脈を利用し、最終的には 1923 年 5 月 30 日、










26 易偉新『民国旅業回眸: 中国旅行社研究』岳麓書社、2009 年、15 頁。














た 1924 年の旅客総人数（鉄道、汽船、航空を合わせた利用者数）は 45,546 人（うち国内
鉄道線の利用者が 43,355 人で、全体の 95.2%を占める）、1925 年旅客総人数は 188,930 人

















初は毎年 100 名、5 年目以降は毎年 50 名以上を派遣した。1924 年 7 月から新たにアメリカ
移民法という規制が加わったが、官費留学生はその対象外となっていた。
31 『申報』1924 年 5 月 7 日。

































みると、1915 年から 1926 年まで、上海銀行は上海及び江蘇省や浙江省並びに沿海商業都市




図 2 鉄道線に沿って旅行部拠点の分布（1923－1926 年）


















































った。ここで両者の純益を対照してみておきたい。表 2 から、1927 年と 1930 年の赤字年を
除外した毎年の中国旅行社による純益が上海銀行の純益に占める利益比率は平均 7.3％と
なっている。上海銀行グループ会社の別の会社を例にとると、大華産物保険公司44は設立か
ら 6 年連続保険収入が増加した。1933 年に最も多く計上した時の利益は 53,540 元であり、
利益の平均比率は 6.4％であった。宝豊保険公司（中英合資）45は 1932 年の利益が 125,000









42 前掲『陳光甫与上海銀行』、191 頁、218 頁。
43 前掲『民国旅業回眸: 中国旅行社研究』、26 頁。
44 1927 年に資本額 12 万元で陳光甫、劉鴻生などの発起により設立された。






表 2 上海銀行と中国旅行社の年間純利益状況（1927－1936 年）（元）
年代 中国旅行社 上海銀行 利益の比率
1927 年 -23,160 165,637 --
1928 年 1,946 499,951 39：10000
1929 年 23,407 618,718 378：10000
1930 年 -19,662 702,637 --
1931 年 71,250 797,228 894：10000
1932 年 63,656 864,983 736：10000
1933 年 50,102 837,002 599：10000
1934 年 51,653 936,061 552：10000
1935 年 38,406 844,940 455：10000





















48 上海市檔案館編『陳光甫日記』上海書店出版、2002 年、126 頁。
17



























































52 「中国旅行社南昌洪都招待所巻（共 2 冊#1）」ファイル番号 Q275-1-817、上海市檔案館
所蔵。
53 張俐俐『近代中国旅游発展的経済透視』天津大学出版社、1998 年、214-216 頁。
54 龔敏、鄭焱「近代企業集団標準化管理特徴分析－以中国旅行社旅館集団為例」『重慶大
学学報』（社会科学版）第 17 巻第 3期、2011 年。










































59 上海市檔案館（編）『陳光甫日記』上海書店出版、2002 年、126 頁。
60 日本交通公社編『日本交通公社七十年史』日本交通公社出版、1982 年、63 頁。




























た。ツアーの代金は 12 元と 8元となり、昼食と夕食の二食が付き、おいしい洋食を楽しめ









65 『旅行雑誌』1928 年春遊特刊、中国旅行社出版、7 頁。




団67の団員は 16 元、非団員は 17 元であった。常熟無錫の 3 日間ツアーは定員 40 人、費用
は 3 等車切符、飲食、宿泊、遊覧バスなどを含めて団員 9.5 元、非団員 10 元としていた。







た。例えば、1934 年 8 月に衡陽分社が開設されるとすぐに、ガイドブック『南岳導遊』が
出版された。秦皇島支社（1935 年 3 月）と北戴河海濱弁事処（6 月）が設立された後、7 月
にはガイドブック『北戴河海濱導遊』が出版され、その巻末には「秦皇島指南」が付いて













1935 年 8 月に成立した。団員には普通（毎年納付する団費は 2元）、特別（毎年の団費 10
元）、永久（一括 25 元）の三種あった。団員は団員価格で全国の中国旅行社各社が実施す
る団体旅行への参加、招待所の利用、中国旅行社刊行物の購入ができた。1935 年の団員総









あった。1928 年 6 月、奉天派軍閥張作霖の爆殺事件後、平奉線の運行が一時中断されてい

















70 満鉄会編『満鉄四十年史』、吉川弘文館、2007 年、145 頁。
71 「奉天−北平間通車―交渉成立するまで」『満州日報』 1934 年 6 月 29 日-30 日、神戸
大学附属図書館デジタルアーカイブ 新聞記事文庫。
72 「政府商請中国旅行社承辦通車該社在審慎中」『申報』1934 年 6 月 16 日。
73 「中国旅行社奉命承辦平瀋通車経過 因政府督促難以推却 在国民立場勉尽微力」『申





75 「東方旅行社」は英文名の O.T.B（Oriental Travel Bureau）の漢字訳である。中国旅
行社にも日本の国際観光局にも共通する東方を用い、Tは中国旅行社(China Travel Service)
の Travel から採り、Bは日本の国際観光局(Japan Tourist Bureau)の Bureau から採って命
名したといわれる（前掲『上海商業儲蓄銀行史料』、833 頁）。
76 平山貞斎、当時 35 歳、東京外語大学中国語科卒業後、鉄道省に入り、1927 年から北平
出張所、上海への転勤を経験した（「通車問題解決：奉天、北平間直通列車七月一日から































80 「北寧路局公布平瀋通車辦法 七月一日開始実行每日平瀋対開一列 由東方旅行社負責









































府との関係性を明らかにするのが本章の課題であろう。第 3 節では、1942 年の太平洋戦争
以降、中国旅行社の比較的に厳しい経営状況に陥ったことを確認しておきたい。







1941 年 12 月 8 日の太平洋戦争勃発に至るまで、上海にはヒト・モノ・カネが押し寄せ、「孤
島」の繁栄を謳歌したと同時に、中国旅行社上海分社も利益を上げていった。1938 年上海
分社は 27,000 元の黒字を計上し、1939 年後期は 62,367 元、1941 年前期は 61,828 元の利
益を得、国内において各拠点の中で最も利益が多かったことが確認できる88。
中国旅行社全体の経営状況については、表 3 が示す通り、1938 年には 44,612 元の損失が
出たが、それ以外の年度では、中国旅行社は毎年黒字を計上していたことがわかる。とく







表 3 中国旅行社損益状況（1937－1942 年）
年代 1937 年 1938 年 1939 年 1940 年 1941 年 1942 年

























第 2 節 内地におけるネットワークの展開状況
（1）全国における拠点数の推移（1937－1946 年）
1937 年 8 月 13 日までに、中国旅行社の拠点（分社、支社、弁事処、招待所、食堂をすべ
て含む）は 69 か所設立されていたが、1938 年 10 月、国民政府の重慶への首都内遷まで、
中国旅行社は半数の拠点を撤退あるいは停業せざるを得なかった。図 4 の通り、1937 年 8
月 13 日の上海事変以降、拠点の数は急激に減少した。しかしながら、1938 年から 5 か所増
加し、その後は 44 か所までにと、徐々に回復が進んだ。さらに、1939 年には 11 か所増え、
55 か所にまで増加した。それは国民政府の遷都とともに、経営の重心を西南に移動し、西
南地域で支店網を構築し始めたからである。また、政府との連携による、招待所と食堂の
増加も認められる。それにより、1940 年に営業拠点は 75 か所までに伸び、その後の 3 年間
も 70 か所以上を維持し続けた。終戦後、戦時中に避難した人々の東方への帰還と復興とい
う名の期待感の中で、閉鎖した営業拠点を再開させ、東北地域や台湾などでは新拠点を増
設させた。そのため、1946 年には拠点数はピークの 80 か所に到達した。









合計 26 か所の分支社と 3 か所の招待所（濰県招待所、雪竇山招待所、金華招待所）を撤退











で新しい拠点を開設した92。1941 年 6 月時点の中国全土における中国旅行社の拠点の分布を
図 5 に示しておきたい。









91 「中国旅行社一周重要事務摘録及 1939 年度簡要報告」ファイル番号 Q275-1-2836、「中
国旅行社潘恩霖為決算各社、新盈虧房地産統計表事致楊介眉函」ファイル番号
Q275-1-502-126、上海市檔案館所蔵。










図 5 中国旅行社国内拠点の分布状況（1941 年 6 月）
出所：「中国旅行社一周重要事務報告」（ファイル番号 Q275-1-2880）と「中国旅行社潘恩霖為決算各社、
新盈虧、房地産統計表事致楊介甫函」（ファイル番号 Q275-1-502-126）により、筆者が作成。











託経営招待所が最も主要なものとなった。1938 年から 1940 年にかけて、中国旅行社は中国
運輸公司（管轄区は西南道路線、川滇道路線）、交通部西北道路局、滇緬道路局など、国
民政府の関連機関から依頼を受け、西南、西北、川滇、滇緬道路93沿線で合わせて招待所 30








国旅行社は損益の 3 割（損失が出た場合、中国旅行社は 30％を負担するが、利益が生じた
場合の配当率も 30％という意味。以下同様。）を分担した。中国運輸公司による委託経営























持ったことは言うまでもない。1938 年 12 月に国民政府は滇緬道路の建設を完成したが、道
路沿線の施設などについてはほとんど手付かずの状態であった。軍民がより便利に滇緬道
路を利用できるように、国民政府は中国旅行社に依頼して、宿泊飲食施設を整備する事業
を開始した。こうして、1939 年 7 月 1 日に滇緬道路の運行が開始すると同時に、沿線の中
国旅行社が経営する招待所も開業した。保山招待所は先んじて 6 月 12 日に開業した。その



























第 3節 太平洋戦争以降の凋落（1942-1945 年）
以上で論じてきたように、1927 年の独立以来、太平洋戦争の勃発までの間、中国旅行社
















99 1939 年 10 月 16 日の会字通訊第 154 号、「上海銀行、中国旅行社、大業貿易公司聯合管
理委員会会字通訊#1-176」ファイル番号 Q275-1-343、上海市檔案館所蔵。
100 「中国旅行社一周重要事務摘録及 1939 年度簡要報告」Q275-1-2836、上海市檔案館所蔵。
101 同上。












































る。1927 年 4 月 12 日の上海クーデターの前、軍事費用を確保するため、蒋介石が財政委員
会を組織し、陳光甫は主任委員に任命された。3 月 31 日、財政委員会主任委員としての陳
光甫は、蒋介石の自筆の手紙を携え、上海の銀行業界と銭荘業界で資金集めに奔走した。




















年、1929 年には二年連続で黒字を計上した106。最初の 1927 年と 1930 年を除き、中国旅行
社は毎年黒字経営を続けた。赤字の原因については、「業務開拓による損失」107と中国旅行
社社史は説明しているが、1927 年は北伐による影響と 1930 年は金融危機による市場の不安
定などの政治経済的背景に原因があったのではないかと推察される。
中国旅行社は 1927 年になって転機を迎え、発展期に入ることとなった。1927 年以降、中
国旅行社は国内にとどまらず海外へも営業拠点を設置し、新天地への開拓を本格化させた。
最初、中国旅行社は沿海の滬寧線、滬杭甬線、津浦線などの鉄道網に沿って展開していっ







港まで開通した後、墟溝、新浦両支社を新設し、1931 年 12 月に隴海線が潼関まで延びた後、




置し、拠点を拡張していったことがわかる。1930 年 5 月から 1937 年 6 月までの間、上海本
105 前掲『上海商業儲蓄銀行史料』、8-9 頁。
106 「中国旅行社社史」ファイル番号 368-1-36-18、上海市檔案館所蔵。
























































を携え、上海の銀行業界と銭荘業で資金集めに奔走した。その結果、4 月 1 日に 300 万元の






















日華事変勃発後の 1938 年 8 月に中国旅行社は本社機能を香港に移転させている118。1938
年の香港支店の収支は、37,000 元（上海支店は 27,000 元）の黒字を計上し、各拠点の中で

















また、1941 年 1 月以降、香港に入境する際に、香港移民局の入境許可証が必要となった。
同年 4 月 1 日、すでに重慶に本社機能を移していた中国旅行社は香港移民局の許可を得て、
上海支店に香港臨時入境証明書の交付サービスの取り扱いを行わせることとなった。中国
旅行社が交付する臨時入境証明書を所持していれば、香港で上陸する時に、4 あるいは 8 香
港ドルを支払うだけで、正式の入境証明書が取得できた。臨時入境証明書は政府が交付す
る正式の入境証明書と同様の効力があったとされる120。これにより、香港を通過して仏領イ
















119 「越南過境護照請領辦法渝領港簽省時節費両週後可自滬起程」『申報』1939 年 10 月 31
日。
120 「旅客赴香港簽臨時入境証自前日起開始辦理」『申報』、1941 年 4 月 3日。4 香港ドル
の通過入境と 8 香港ドルの普通入境の 2 種類あった。
121 「中国旅行社 1941 年社務報告」ファイル番号 Q368-1-24-2、上海市檔案館所蔵、6頁。
122 李培徳「論 1940 至 1950 年代上海商業儲蓄銀行之業務転移」香港大学アジア研究中心主
催第一回中国商業史会議提出論文、1996 年。
40








1931 年 4～5 月の間に、中国旅行社が国際観光局と提携して、日本人の中国観光ツアーを受
け入れた。この 2 か月で合わせて 20 回以上、おおよそ 3、000 人余りの日本人観光客が上
海、杭州、蘇州、南京などへ旅行に訪れたのである。観光、買物、宿泊や交通費などを合















123 祖雨人「述日本巨舶浅間丸」（『旅行雑誌』第 12 期、中国旅行社出版、1929 年）、趙





127 易偉新『民国旅業回眸: 中国旅行社研究』岳麓書社、2009 年、126 頁。
128 井波陵一編 特集「中国旅行雑誌」『センター研究年報 2010』京都大学人文科学研究
所附属東アジア人文情報学研究センター、2010 年 10 月。
129 王沿津「宝塚紀遊」『旅行雑誌』第 3期、中国旅行社出版、1935 年。



























を図るため、1930 年 4 月 9日に、国民政府工商部に上海銀行大阪支店増設の認可申請を提
出した135。
131 劉怡廠「扶桑春遊記」（『旅行雑誌』第 6 期、中国旅行社出版、1936 年）、劉怡廠「扶
桑春遊記（下）」（『旅行雑誌』第 7 期、中国旅行社出版、1936 年）。
132 日本郵船株式会社編纂『七十年史』日本郵船、1956 年、221-223 頁。

































いては、立脇和夫「戦前期の在日外国銀行-上-」（『早稻田商學』第 358 号、1994 年）、
屈春海「清末山西合盛元票荘在日本開設分号史料」（『歴史档案』第 1 期、2002 年）、楊
志勇「合盛元票号日本設荘、撤荘原因探析」（『忻州師範学院学報』第 27 巻第 5 期、2011




































































第 1 節 南洋における中国旅行社のネットワーク展開の概観
（1）南洋拠点の分布状況と活動時期





















































































拠点名称 活動時期 拠点名称 活動時期
①シンガポール分社 1934.8－1942.1 ⑦ラシオ弁事処 1940.8－1942.5
②ハイフォン分社 1938.10－1940.10 ⑧マニラ分社 1941.4－1941.12
③ハノイ支社 1938.12－1940.10 ⑨マカオ分社 1941.7－1945.12
④ラングーン分社 1939.4－1942.1 ⑩中国招待所※ 1944.4－1946.9
⑤サイゴン分社 1939.10－1941.9 ⑪カルカッタ分社 1945.3－1946.9
⑥ハノイ招待所 1939.11－1940.10 ⑫ボンベイ支社 1945.3－1946.8
















空券の取り扱いが可能となった157。このカルカッタ招待所は 1944 年前期利益 526,744 元、






































コーナーで掲載された。1930 年から 1934 年までの 4 年間、南洋に関連する旅行記と紹介文
などを合わせて 13 篇があったが、シンガポール分社設立の翌年の 1935 年には、1 年で南洋
に関する文章は 8 篇に達し、掲載数は増加していった。そして、1940 年と 1941 年に出版し
た特集号（専号）で南洋が集中的に紹介された。1940 年 8 月に刊行された「南洋専号」（『旅
行雑誌』第 14 巻第 8号）は、シンガポール、ペナン島、フィリピン、バンコク、バタヴィ
ア、スマトラ島などを中心に、これらの地域の歴史、地理、政治、自然風景、現地の人々
の生活を紹介し、とくに華僑に関して詳しく取り上げた。このような南洋関連文は合わせ
て 25 篇にも達した。翌年の 1941 年 11 月に刊行した「馬尼剌（マニラ）専号」（『旅行雑
誌』第 15 巻第 11 号）はマニラをテーマとする 23 篇の旅行記、紹介文を集めた。
「南洋専号」は南洋各地域の紹介を含めたが、「マニラ専号」は米領フィリピンだけを








が実現した後、中国旅行社は再びマニラへ進出を企み、1941 年 4 月にマニラ分社が開設さ


















































69 か所に至り、発展のピークに到達した。中国旅行社シンガポール拠点の設置は 1934 年の
ことであり、先行する香港拠点の発展と密接に関係していた167。上海銀行総支配人であった
陳光甫は「香港は華南と南洋の集散地である。上海が北部の貿易窓口であるのと同様、香





たのである。1934 年 8 月、シンガポールの羅敏申律（路）118 号により中国旅行社の分社
の設立が正式に認可された。香港に次いで、南洋における第二の海外拠点の設置が現実の
ものとなった。




















の役割」『社会経済史学』第 78 巻第 3 号、2012 年、 421－443 頁。















主要である。そのなか、汽船切符は 45,781 元（37％）、鉄道切符は 29,036 元（24％）、
航空券は 8,159 元（7％）、合わせて切符代理による利益は全体の 68％を占める。その次は





時間 1935 年 1936 年 1937 年 1938 年 1939 年 1940 年 1941 年（前期）
損益 -2,241 7,193 8,117 -1,421 47,083 -17,947 17,409




旅行社が取り扱っていた176。1941 年 3 月 7 日から中国旅行社は上海で香港への臨時入境証
明書の発行が許可された177。南洋ルート（上海―香港（中継）―南洋―中国内地）を利用す
172 記事『旅行雑誌』第 12 期、中国旅行社出版、1934 年、2-3 頁。
173 「中国旅行社在新加坡設分社」『申報』1934 年 11 月 7 日。
174 「新加坡青年励志社主辦全運参観団訊」『申報』1935 年 10 月 2 日。
175 「中国旅行社 1924-1952 年全社歴届決算表抄本」ファイル番号 Q368-1-477、上海市檔
案館所蔵。
176 前掲『南洋導遊』、28 頁。
























は中国旅行社にとって極めて重要な意味を持ち、1942 年 1 月のシンガポール陥落まで、旅
行社にとってシンガポール分社は南洋における重要な拠点であり続けたのである。
178 陳來幸『近代中国の総商会制度─ 繋がる華人の世界』京都大学学術出版会、2016 年、
241-286 頁。









































1938 年 12 月 5 日。






為替送金、貨物輸送及び旅客切符販売による手数料収入が、1938 年から 1939 年にかけて大
いに増加した。1938 年後期は総利益 15,337 元であったものが、1939 年前期は 42,747 元に
のぼり、半年間で 3 倍近くにまで急増した。
戦乱による影響で、一時的に輸送できなかった物資は、中国旅行社ハイフォン分社の倉











このリストに記載されている貨物の輸送期日は 1939 年 1 月から 1940 年 7 月の間に集中
しており、依頼主としての企業、学校や政府機関また個人の総数は合わせて 148 件であっ












186 「中国旅行社一周重要事務摘録及 1939 年度簡要報告」ファイル番号 Q275-1-2836、上
海市檔案館所蔵。















































































られている 1942 年前期の決算は 1942 年 1 月の 1 か月間だけのデータである。このなかで
は、為替送金の収入が突出し、わずか 1 か月で 50 万元以上にのぼった。厳しい国際情勢下、
ラングーンでモノ、ヒト、カネの移動がかなり激しかったからであろう。
表 9 ラングーン分社の決算表（元）
主要収入源 1940 年前期 1941 年前期 1942 年前期
道路切符販売手数料 1,146 2,242 1,307
汽船切符販売手数料 423 1,521 331
航空券販売手数料 4,267 5,757 ―
輸出入 3,529 221,788 33,480
輸送 3,005 572 3,265
為替送金 48,991 ― 518,397
その他の収益 5,755 60,048 ―
利息 ― ― 16,349
倉庫 ― 30,494 1,027
輸送リベート ― 3,383 ―
総収入 18,125 325,805 574,156
損益（収入－支出） -32,139 200,717 326,101







































































第 1 節 大陸における中国旅行社の復興と終焉（（1945-1954 年）
（1）東北地域と台湾で拠点の新設
世界大戦の終結から中華人民共和国建国まで（1945－1949 年）は、中国旅行社の復興時










1948 年 7 月に刊行した中国旅行社の拠点一覧からは長春鉄路賓館の名が消え、1949 年 4 月
の拠点一覧からは瀋陽分社も瀋陽鉄路賓館の名もなくなった200。こうして、東北での発展は
まさに線香花火のように一瞬で勢いがなくなってしまったのである。











徐州招待所 合弁 1000 万元
瀋陽分社 直営 1000 万元




た。終戦後、国民政府に協力して台湾にあった日本の大和旅館を接収した後、1946 年 12 月












どの拠点も復興・再開できた。1946 年から 1948 年まで、中国旅行社のサービスを利用した
旅客は 3,650 万人、貨物輸送量は 34 万トンに達した。
そのなかでも上海の復興が最も速かった。やはり奥地から上海に戻る帰還者による需要
が生じたのであろう。1946 年 1 月には上海支店の下に、支社と弁事処の 2 か所が復業でき
たが、1947 年 1 月には上海市での営業拠点総数は 5 か所、8 月は 7 か所、1948 年 7 月には
201 「中国旅行社在戦事期間及戦事結束後之業務概況及歴年損益情形報告」ファイル番号
Q275-1-96-36、上海市檔案館所蔵。





9 か所という調子で増加していった。しかしながら、三大戦役の後、1949 年 4 月から共産
党の人民解放軍は上海の解放に赴き、国民党に協力してきた中国旅行社の復興は危機に瀕
することなる。その後、上海での支社・弁事処の数は、1949 年 4 月には 8か所、1950 年に
は 4 か所、1951、1952 年には 3 か所、1954 年には 2 か所にまで縮小せざるを得なかった204。
（3）中国大陸での終焉





































第 2 節 アメリカへ資産の転移
（1）中国旅行社サンフランシスコ分社設置案
上海銀行は、保有外貨の安全を確保するため、中国旅行社が営んでいる旅行業の事業性

































































表 11 中国旅行社業務推進に向けての予算（1948 年）（米ドル）
分社名 開設費用 支出（半年） 運営資金
サンフランシスコ分社 20,000 42,000 10,000
ホノルル分社 20,000 42,000 10,000






の接収を行い、これを機に中国旅行社は台北分社（1947 年 6 月）を開設した。その後、国
民政府交通処は全台湾範囲の旅行社及び招待所の普及計画を策定し、中国旅行社はその計





1950 年 6 月朝鮮戦争の勃発後、アメリカ財務省は中国の在米資産を凍結し、容疑者身分
















































第 4 節 香港での展開と再編
（１）貿易中継点としての香港支店










1951 30 30100.0%1951 年１月１日は成立日とし、理事会組織。
1955 90 60 66.7%政府主導の台湾観光協会成立、台中旅は創始会員。
1958 210 120 57.1%天祥招待所の建設開始。
1965 3,600 3,390 94.2%
1964 年に台中旅の株主会議が開かれ、上海銀行が参入。貝祖詒は上海銀
行の法人代表取締役、改めて陳光甫、朱如堂、徐謝康、沈維経は理事。
1966 4,500 900 20.0%台北松山空港弁事処設立。台湾北部横断道路開通。天祥招待所経営権回復。
1974 9,000 4,500 50.0%
1973年に国業通運サービス股份有限公司設立（ドイツ会社との合資会社）。
1974 年に国嘉倉庫公司設立。
1978 12,000 3,000 25.0%東北アジア、東南アジアの旅客が大幅増加。海上航路が増加。
1979 21,000 9,000 42.9%海外旅行が開放された。アメリカンエキスプレスと提携、旅行団開催。
1984 42,000 19,850 47.3%
1981 年に天祥招待所増築、1500 万以上の資金投入。桃園分社設立。1982
年から香港-台湾-琉球石垣島-香港線定期便の汽船切符代理販売開始。
1988 66,000 18,000 27.3%1987 年に戒厳令解除。
1990 80,000 14,000 17.5%1989 年に天祥招待所営利 429 万元、1985 年の 184 万元より 133％増加。







確認とれる。1950 年 9 月の一か月間で、「四川畜産公司が輸出貨物を出さなかったため、
香港支店の損益に大きな影響が生じた」223と記録されていることから、猪毛輸出が香港支店





表 13 中国旅行社香港支店の損益の一部分（1950－1951 年）
時期 香港ドル
1950 年 7 月 1,298
1950 年 9 月 -3,249
1950年10月 363
1950年11月 328
1951 年 2 月 2,871





1951 年 9 月に、「大陸での中国旅行社は、民営企業という性質が近い将来に変わるで
あろう、人事、帳簿、財産、企業文書などをどうするのかこれから検討していく。企業の
221 「中国旅行社粤社港社社務会議記録」（港社第十一次社務会議記録（1950 年 11 月 22 日））
ファイル番号 Q368-1-77-1、上海市檔案館所蔵。
222 同上。












1952 年 8 月 7 日、中国旅行社の従業員総数は 678 名、そのうち、上海地域（本社と各支店）




















































229 王淑良・張天來『中国旅游史―近代史部分』旅游教育出版社、1999 年、221－223 頁。
230 鄭焱『中国旅游発展史』湖南教育出版社、2000 年、299－300 頁。
231 張俐俐『近代中国旅游発展的経済透視』天津大学出版社、1998 年、235－236 頁。
232 易偉新『民国旅業回眸:中国旅行社研究』岳麓書社、2009 年、第三章第五節（134－149
頁）、同「『旅行雑誌』：民国時期出版物的典范」『湘潭大学学報（哲学社会科学版）』
2012 年 9 月。
233 趙河、董娅鈿「民国時期雑誌的範例―追述『旅行家』的前身『旅行雑誌』」『中国编辑』
第 1 期、2004 年。
234 潘虹、陳敏玉、荘東芳「『旅行雑誌』と中外文化交流」『湖南税務高等専科学校学報』
第 3 期、2016 年。
235 蒋湘妮「旅行雑誌与中国旅行社」『滄桑』第 C1 期、2005 年。
236 邱婷「旅行的文化意義―『旅行雑誌』（1927－1949 年）分析」華東師範大学 2010 年修
士論文、黄媛媛「『旅行雑誌』所凸現的民国時期西南旅游」復旦大学 2005 年修士論文、
孫暁琳「『旅行雑誌』商業広告研究（1927－1945 年）」杭州師範大学 2014 年修士論文。
237 黄芳「中国第一本旅行類刊物―『旅行雑誌』研究」湖南師範大学 2005 年博士論文。
238 井波陵一編 特集「中国旅行雑誌」『センター研究年報 2010』京都大学人文科学研究




体的には、本章では初刊の 1927 年から 1937 年までの『旅行雑誌』を取り上げ、刊行の背
景を踏まえ、掲載された文章の内容の精査を通じ、蜜月旅行、避暑地旅行及び近代中国人
の日本旅行について考察を行いたい。























































行雑誌』は 1927 年 3 月に上海で創刊され、中国旅行社本社の移転に伴い、1941 年 10 月に
桂林へ移転し、桂林版と上海版が一時期並行して刊行されたが、1942 年 8 月からは桂林版
のみとなり、1944 年に刊行所が重慶へ移転し、1946 年 1 月には上海にて復刊され、1954 年
242 岩間一弘『上海近代のホワイトカラー: 揺れる新中間層の形成』研文出版、2011 年、
127 頁。
243 「中国旅行社社史」（1923－1954 年）ファイル番号 Q368－1－36－18、上海市檔案館所
蔵。
244 呉果中『『良友』画報与上海都市文化』湖南師範大学出版社、2007 年、38 頁。
76
7 月の停刊までの 27 年間に合計 263 期が発行された245。広東人伍聯徳によって創刊された、
中国で最も影響力が大きかったグラビア誌『良友』画報は、1926 年 2 月創刊、1941 年 10





され、中国旅行社と上海銀行のネットワークと一致していた。1928 年には 8 か所、1933 年
は 20 か所以上、1936 年は 37 か所、1937 年は 38 か所、1940 年と 1941 年にも 20 か所以上




第 2 節 『旅行雑誌』の概況
（1）発行部数、価格と読者層




発行量を検証してみると、「1912 年は 7千部、1922 年は 5 万部、1925 年は 10 万部、1928
年は 14 万 3 千部余り」250であり、『良友』画報の最大発行量は 4万部であったとされる251。
民国時代に週刊誌として発行量が最も多かった『生活週刊』は、1925 年の創刊当初の発行
量は 2 千部ほど、1928 年でも 4 千部ほどの発行量であった。発行量の面からみれば、『旅
行雑誌』は『申報』、『良友』画報、『生活週刊』など近代中国で名を馳せた新聞雑誌に
245 陳光甫「創辦旅行社自述」『陳光甫与上海銀行』中国文史出版社、1991 年、230 頁。





248 「中国旅行社概況調査」ファイル番号 Q78－2－16－245 上海档案館所蔵。
249 陳光甫「創辦旅行社自述」『陳光甫与上海銀行』中国文史出版社、1991 年、230 頁。




雑誌の販売価格について、1927 年創刊号から 1928 年までは季刊として、一冊 2 角であっ
た。好評を受け、1929 年 1 月から月刊へと変更した。1929 年第 1 期から 1940 年第 1 期ま
では終始 3 角の定価で販売していた252。同時期、商務印書館が発行した『小説月報』は定価
2 角、『生活』週刊は 0.35 角、『良友』画報は 1926 年創刊当初定価 2 角、1928 年から 3




















252 太平洋戦争の勃発後、インフレが激しく変動するなか、1940 年 2 月の 4 角から、5 角（7
月）、6角（1941 年 2 月）、8 角（4月）、1元（6月）、2 元（1942 年）まで、1943－1945
年は 16 元、1946 年 1 月は 600 元、3月は 1500 元、7月は 2000 元、その後も販売価格を 25
回変更したが、1949 年 5 月には 10 万元まで値上げした。1927 年から 1940 年までの 13 年
間は『旅行雑誌』の販売価格が安定しており、1940 年から中華人民共和国の成立までの 9
年間では、インフレが急激に進んだため、雑誌の価格は桁外れの上昇を示した。
253 宋暁軍「八一三抗戦与『旅行雑誌』」『博覧群書』第 9期、2005 年。
254 巫仁恕『優遊厢坊―明清江南城市的休閑消費与空間変遷』中央研究院近代史研究所、2013
年、194－197 頁。












河北 19（うち北戴河 9） 貴州 1
山東 57（うち青島 23、泰山 8） 広西 19（うち桂林 13）
上海 40 四川 39（うち峨眉山 9、
三峡 7）
浙江 212（うち杭州 57、莫幹山 11、普陀
山 8）
内モンゴル 4
江蘇 127（うち南京 22、蘇州 20、常熟
12、無錫 10、太湖 10）
甘粛 3
福建 20 新疆 6
広東 44 西藏 3
中部
（149）
山西 15 青海 3
河南 25（うち鶏公山 6） 陝西 27（うち華山 10）





湖南 11（うち岳山 5） 台湾 1






















フィリピン 6 カナダ 4（2）
インド 5（2） チリ 1












太平洋諸島 2 各地周遊 42




フランス 17（3） ドイツ 4
スイス 13 ベルギー 2
イギリス 13（6） 北欧 2
ロシア 13 オランダ 2（1）
イタリア 11（1） アンドラ 1（訳文）
スペイン 4 ハンガリー 1
出所：『旅行雑誌』（1927－1937 年）全 117 期より、筆者が整理し、作成した。
注：（）内の数字はうち訳文の数である。






混同して使われている。honey moon という言葉は 1546 年から確認できるが、実際のハネム
ーン旅行は 17 世紀末頃からになる。19 世紀のヨーロッパで上層階級の間でハネムーン旅行
が流行り、そこから世界中に広まったという257。中国の伝統社会では、「婚後不空房」（結

















はならなかったアメリカで蜜月旅行が楽しまれた様子が確認できる262。1915 年 10 月 6 日、
アメリカのウッドロウ・ウィルソン大統領がホワイトハウスでイーディス・ボリング・ガ
ルトとの婚約発表を行ったことが世界を騒がせた。11 月 23 日の『申報』ニュースによると、
大統領とファーストレディーの蜜月旅行先はサンフランシスコで、パナマ運河の開通と太







258 「中外婚姻比較」、『申報』1923 年 4 月 25 日。
259 許来玲、張玲麗「我国蜜月旅游研究綜述」『旅游管理研究』、2014 年 8 月。
260 「公主私奔〔プリンセス駆け落ち〕」『申報』1907 年 11 月 9 日。
261 瞻盧「棄婦怨」（社会小説）『申報』1909 年 10 月 27 日。1912 年に龍「騙騙 続」（短
編小説、『申報』1912 年 6 月 10 日）の中でも蜜月を言及した。
262 鐘栄光「鐘栄光同姓交婚之自弁」『申報』1915 年 5 月 10 日。元広東教育司長鐘栄光（当
時留学生、キリスト教の信徒）はアメリカで同姓の女性鍾芬廷と結婚し、フィラデルフィ
アとワシントンを巡る蜜月旅行に出かけた。
263 「美総統与華盛頓寡婦（美洲通信）」『申報』1915 年 11 月 23 日。










表 16 『申報』における蜜月関連記事（1921-1927 年）
日期 記事タイトル 新郎名/出身・経歴 新婦名/出身・経歴 蜜月旅行先
1921/12/14 航業消息紀要 太平洋郵船会社上海総支配人 美鷹洋行総支配人の娘
サンフラン
シスコ
1922/3/6 美公使抵滬期 馬魯徳少佐 駐南京アメリカ大使の娘 タイ
1923/4/15
将赴西湖度蜜











欧渡蜜月 蔡元培、北平大学（北京大学）学長 周峻（養浩） ヨーロッパ









1923/11/5 婚礼彙誌 何梅初、上海商務印書館経理科職員 兪文珍、上海公民製薬社職員 江蘇







1924/4/24 婚礼彙誌 李培恩、商務印書館編集部職員 郭美麗、中西女学卒業生 北京



























1925/12/27 婚礼紀 蒋可白 黄映紅 蘇州
1926/1/7 婚壽双誌
李令運、大学生、祖父李東生は出版業の
トップ 余綺鳳 大学生、寧波同郷 西湖
1926/4/3 婚礼誌 銭景顔、復旦大学優等生 閔姓の女性 不明
1926/8/16 祝張佳礼告成 祝修爵、東呉大学法学部優等生 張亮秋、大同大学卒業生 西湖




1926/11/12 記五足怪獸 艶秋 黄玉麟、有名な女優 香港、広州
出所：『申報』（1921-1926 年）記事に基づき、筆者が整理し、作成した。
1927 年 4 月 12 日、蒋介石率いる国民革命軍が共産党員を排除する「上海クーデター」を
起こし、18 日に南京を占領した。そして、8 月 19 日に汪兆銘の武漢国民政府は南京国民政
府に合流することになり、南京国民政府を主導する蒋介石の権力はより一層強固なものと






1930 年 5 月 24 日のニュースによると、イタリアのアンドレーア・ムッソリーニ首相は大
家族制度を提唱し、ローマへ蜜月旅行にやってきた 70 組のイタリア人の新婚夫婦に対して、









265 「蒋介石昨日放洋」『申報』1927 年 9 月 29 日、「蒋介石宋美齡明日結婚」『申報』1927
年 11 月 30 日。
266 「歓迎蒋介石之浙訊」、「中美姻縁小志」『申報』1927 年 12 月 1 日。
267 秋水「意大利的聯合婚礼」『申報』1930 年 5 月 24 日。
268 「意大利奨励結婚新婚夫婦二千対 政府資助度蜜月」『申報』1935 年 4 月 24 日。






















政界上層部に身を置き、高級軍人出身の徐同鄴は、1935 年 9 月 2 日から蒋介石委員長に
一か月間の結婚休暇を願い出て、結婚式と蜜月旅行を行った。
9 月 9 日に上海の大中華飯店で曹瑛と西洋式の結婚式を挙げた。結婚式に出席した親族や
友人、政界の友人などを含め七、八百人が集まった。結婚式の二日間後、11 日から新婚の
二人は蜜月旅行に出た。先に二人のふるさとであった常州へ行き、18 日には、杭州へ行っ






















第 4 節 『旅行雑誌』と避暑地
夏の酷暑と下痢、ペスト、コレラ、天然痘などの伝染病を避けるために、外国人宣教師
の主導によって、避暑地開発が始まった275。1884－1886 年の間、最初に目を付けられたの











274 徐同鄴「蜜月」『旅行雑誌』3 月号、1935 年。
275 呂暁玲『近代中国避暑度假旅游研究（1895－1937）』合肥工業大学出版社、28 頁。
276 潘丹・安島博幸「近代中国における避暑地開発に関する研究」『観光研究 』第 20 巻第



























青島では、毎年 7月 15 日～8 月 31 日の間、鉄道会社が海水浴の往復チケットを発売し、
外国人を含め、一日何千人もが来場したが、おしゃれをしている女性が最も多かった286。郁
277 趙君豪「莫幹山消夏記」『旅行雑誌』第 7期、1931 年。
278 譚漁父「廬山遊程―消夏名区之三」『旅行雑誌』第 7 期、1930 年。
279 枕菊居士「廬山真面目」『旅行雑誌』第 6期、1931 年。
280 呂暁玲『近代中国避暑度假旅游研究（1895－1937）』合肥工業大学出版社、137 頁。
281 王主和「記鶏公山」『旅行雑誌』第 10 期、1933 年。
282 蒋維喬「北戴河海浜紀遊」『旅行雑誌』第 9 期、1936 年。
283 呉碧筠「北戴河遊程―消夏名区之二」『旅行雑誌』第 7期、1930 年。
284 郁達夫「青島、済南、北平、北戴河的巡遊」『旅行雑誌』第 1 期、1935 年。
285 「消夏通訊」『旅行雑誌』第 9 期、1931 年。



























287 郁達夫「青島、済南、北平、北戴河的巡遊」『旅行雑誌』第 1 期、1935 年。
288 唐権「「遊興都市」長崎へ--江戸時代における中国人の日本旅行に関する研究 1684〜
1830」『日本研究』 第 23 巻、2001 年、77－103 頁。
289 唐権「旅行・房中術・上海ネットワーク : 近世以降における中国人の日本旅行をめぐ
って」『旅の文化研究所研究報告』第 10 号、2001 年、75－88 頁。
290 見城悌治「一九二〇～三〇年代における中国留学生の日本旅行記--千葉医科大学留学生




























291 祖雨人「述日本巨舶浅間丸」（『旅行雑誌』12 月号、1929 年）、趙君豪「記日郵船秩
父丸」（『旅行雑誌』6月号、1930 年）などがある。
292 張水淇「游日雑碎」『旅行雑誌』10 月号、1931 年。
293 倪貽徳「従上海到東京的途中」『旅行雑誌』冬季号、1927 年。
294 見城悌治「一九二〇～三〇年代における中国留学生の日本旅行記--千葉医科大学留学生
は、キャンパスの外で何を見、何を感じたか-」『千葉大学人文研究』第 40 号、2011 年、
59－92 頁。

































































































































































































第 38 号、2016 年、103-126 頁）の後半部分を加筆修正の上構成し直し、一章とした。
第四章 東南アジアにおける中国旅行社のネットワーク展開と華僑華人（1937-1945 年）
「南洋における中国旅行社のネットワーク展開と華僑華人（1937-1945 年）」（『華僑華人









朝鮮、満洲への旅程」『関西学院大学先端社会研究所紀要』第 8 号、2012 年、1－17 頁。
井波陵一編 特集「中国旅行雑誌」『センター研究年報 2010』京都大学人文科学研究所附





究』第 38 号、2016 年、103-126 頁。
易星星「南洋における中国旅行社のネットワーク展開と華僑華人（1937-1945 年）」『華僑
華人研究』第 14 号、2017 年、7-22 頁。
易星星「東アジアにおける中国旅行社と上海商業儲蓄銀行の海外進出（1923-1937 年）」『社






キャンパスの外で何を見、何を感じたか-」『千葉大学人文研究』第 40 号、2011 年、59
－92 頁。
小林篤史「19 世紀前半における東南アジア域内交易の成長─シンガポール、仲介商人の役

















『日本研究』 第 23 巻、2001 年。
唐権「旅行、房中術、上海ネットワーク : 近世以降における中国人の日本旅行をめぐって」
『旅の文化研究所研究報告』第 10 号、2001 年。









光研究学会全国大会学術論文集』第 22 号、2007 年。
潘丹、安島博幸「近代中国避暑地にみる英国レジャーの投影」『日本観光研究学会全国大
会学術論文集』第 23 号、2008 年。
潘丹、安島博幸「近代中国における海浜避暑地の形成と変遷－北戴河を事例に」『立教観
光学研究紀要』第 10 号、2008 年。
































邱婷「旅行的文化意義―『旅行雑誌』（1927－1949 年）分析」華東師範大学 2010 年修士論
文。
屈春海（2002）「清末山西合盛元票荘在日本開設分号史料」『歴史档案』第 1 期。
宋暁軍「八一三抗戦与『旅行雑誌』」『博覧群書』第 9 期、2005 年。




























































































「対意大利奨励早婚的感想」『申報』1935 年 5 月 5 日。
「海防中国領事館便利客貨運輸与海防中国旅行社合作為内地貨商報関及運輸」『申報』1938
年 12 月 5 日。
「歓迎蒋介石之浙訊」、「中美姻縁小志」『申報』1927 年 12 月 1 日。
「蒋介石昨日放洋」『申報』1927 年 9 月 29 日。
「蒋介石宋美齡明日結婚」『申報』1927 年 11 月 30 日。
「騙騙 続」（短編小説、『申報』1912年6月10日。
「旅客赴香港簽臨時入境証自前日起開始辦理」『申報』1941 年 4 月 3 日。
「旅行社加開星埠分社」『申報』1934年8月31日。
「美総統与華盛頓寡婦（美洲通信）」『申報』1915 年 11 月 23 日。
「意大利的聯合婚礼」『申報』1930年5月24日。
「新加坡青年励志社主辦全運参観団訊」『申報』1935 年 10 月 2 日。
醒公「警世短編文明禍」『申報』1916 年 1 月 5 日。
醒公「警世短編文明禍（二）」『申報』1916 年 1 月 12 日。
「意大利奨励結婚新婚夫婦二千対 政府資助度蜜月」『申報』1935 年 4 月 24 日。
「越南過境護照請領辦法渝領港簽省時節費両週後可自滬起程」『申報』1939 年 10 月 31 日。
瞻盧「棄婦怨」（社会小説）『申報』1909 年 10 月 27 日。
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